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勇払平野海岸部の活構造
Active structure beneath the Yufutsu coastal lowland, Hokkaido, Japan
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1.はじめに
　北海道・勇払平野の海岸には新生界を変位させる褶曲が伏在することが佐藤ほか (1998)，Kato et al.(2004)によって

明らかにされているが，第四紀後期における活動については情報がなかった．我々は，産総研「沿岸域の地質・活断層
調査」プロジェクトの一環として，稠密発震の反射法地震探査とボーリング調査を行い，この構造の第四紀後期におけ
る活動性を評価した．

2.反射法地震探査
　勇払の海岸線にほぼ沿って，苫小牧西港周辺から苫小牧東港を経てむかわ町田浦一区に到る 19.7kmの測線で，深度

1000m以上までを対象とする P波反射法地震探査を実施した．上記褶曲構造を横断する測線西半部については，稠密発
震とMiniVib スイープの高周波数化により高精度な構造抽出と浅部ボーリングとの対比を行うことを試みた．その結果，
約 1500mまで明瞭な反射面が認められ，�この伏在背斜が新生代後期に累積的に活動していること，�背斜軸部では約
80m付近と 230m付近に顕著な傾斜不整合が認められること，�この背斜の西側地下深部約 1000mには開いた背斜が伏
在しており，スラストの先端がさらに西側まで到達していること，などが明らかになった．

3.ボーリング調査
　背斜軸上と西翼端部で深度 80mのオールコアボーリング BT1および YF1をそれぞれ実施した．BT1コアでは深度

19mの海成層より Toya(110-120ka)が出現し，さらに深度 26～35m，50～66mおよび 71～80mに海成砂～泥層が認めら
れた．このうち 52～66mの海成層からブナの花粉が多量に産出した．YF1コアでは深度 45mまで沖積層が分布し，そ
の下位の深度 45～48mと 57～80mに海成層が認められた．このボーリングではブナ花粉の多産帯は認められなかった．
BT1の深度 28m付近の海成層 (潮下帯下部)と YF1の深度 58m付近の同様の堆積物は，MISステージ 7の同時間面・同
標高面を示すと考えられ，その比高 (31m)から，この背斜構造の第四紀後期の上下変位速度は 0.1～0.15m/千年と見積も
られる．
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